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集運材用半調整式架空線 に関す る研究

中 尾 博 美

概 要

今日・我が国において 木材運搬用に架設され る・架空線集材や達材索道はその殆んどが・主

索の両端を固定 した定索長式,す 表わち固定式であ夢,不 測の過大な荷重,急 激な衝撃に対 し

て必ず しも安全 とは言い難い。殊に運材索道に鉛いてはその中間支点の乗越 しがスムースに行

なわれが(。 これに反 し,定 張力式す壕わち調整式は索長の変化に より,上 述の状況に上手 ぐ

対応 していけることは周知のことである。

この様 な利点 と有する調整式を林業用の架空線に採用出来ぬ原魯は,従 来のままでは余シに

調整錘が重す ぎるためである。

昭1和58年,南 大平洋の一小島の環発のため,チ ーク材搬 出用多支間集材総の建設を受請つ

た塚本策道株式会社の依頼により,そ の設計計算の一部を小生が行 なつた。その結果,そ の余

シにも大きな荷重,不 溺 な鋼形条件のため,従 来の方式では運行が不可能なことが判明 した。
〆

す左わち,ス バン全長千五百余米,最 大スパン450mに 達 し,然 もその平均傾斜は僅か5。

にも満たなかつた。にも拘 わらず,そ の荷箆は6ト ンにも及んだ。そのため,従 来の両端固定

式架空線集材法では中央載荷時の策張力と中間支点附近の場合の索張力との閥に大きな差を生

じ適当な垂下量を得 ることができず,た めに願調な運行が妨げ られる事がわかつデ㌔

そこで或 る程度の空索張力の変化を吸叡す る必要が生 じ,こ こに上述の 調整式架空線の考

拷万を導入した半調整式架空線方式を想定 した。

本小 文ではその後,理 論的,実 験的に岡方式を検討中であるので,そ の経果を前年にひきつ

づき簡単にとり繁とめ報告するものである。

す攻わち,先 に本方式に関す る予察 として一部報告 し允が,今 幽はその後行なつた,両 端固

定式架空線の衝撃試験,半 調整式架空線の荷重点軸跡鉛よび向方式の衝撃緩和吸収能力の予備

実験について述べる。

な鉛,本 実験 と資料計算等 にあたり,ご 協力をいただいた40年 度卒業生奥村純志 ・柴副膿

一君に深謝の意を表する。



A両 端固定式架空線の衝撃係数

乳 測定条件

掛 場 所

(21架 設条件(Fig.1)

(31測 定 方 法

(4)測 定 器 械

以 上 に つ い て は 前報 に報 告 した通 りで あ る。

(5)測 定 条 件

(;)緊 張 度(8):a.0266、aG289、e.0546,0.0492

(1;;荷 重(P):150,200,250.500。550(㎏)

㈲ 速 度(v):0.6,1.1,22,5.5(M/sec)

以 上5種 の条 件 を組 合 せ た各 々の場 合 に つ い て,3回 の急 制 動 実 験 を繰 返 し,上 方 支 点vaie

け る主 索張 力 の変 化 を記 録 測 定 した 。

2.測 定 結 果

実 験 結 果 を表 示 す る。(Tabユe.1-a,1-一 一b)

但 し,表 中

s=緊 張 度,P;荷 重(Kg),T:中 央 静止 時 主索 張 力(K9),T':急

制 動 時 主 策 張 力(Kの,v:速 度(m/飴c),a:衝 撃 係 数
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又、黙 錺2は 横軸に緊張度(8)を とb,荷 重P=200短 の場合の衝撃係数:aを 速度別

にプロツトし結んだものであ鮎 恥g3は 横軸に速度 くV)を とb,緊 張度.荷 重に無関係

に衝撃係数をプロット したものである。

乙 考 察

以上の実験結果 よ9得 た。衝撃係数 と.緊 張度,夢 よび,速 度 との関係を述べたい。

{言}緊 彊度 との関蜜

距g2で 分る稼に速度の小さな一速,二 速等では緊張度の増減による衝撃係数の変化は余b

認められず,大 略"。定値を示 して恥るが。三速、四速になると,や や緊張度の増加に応 じて,

始めは比例的 に増加す るが,全 体的にみる時は衝撃係数は一定値に近づ く。 ・

この緊張度 との闘係は,従 来種 々検討されて来たが.ほ ぼ

a=6H

で表はされて栖る。

しかしながら本実験に関す る限 りでは,緊 張度 との関係 より。むしろ後述する速度 との間に

可成 り顕碧凌相関衡孫が認められた。

{il}速 度 との関係

最初,荷 重溺に衝撃係数 と速度 との関係を検討 したところ。一次ない しは二次の闘係が

みられたが.衝 撃係数は荷重に無関係歌ものとして,又 緊張度 との関係 も無視 して全実験

値をプロツ トしたのが 黙g5で ある。

図中.実 線はPiPU2001igの 場合で.特 に二次の傾向が強い と思はれたので,叢 小霞

乗法によ多飼帰式を求めた。

a=《S2v2・ ・-e.6v+2.5)xlO'-2{1}

叛か,F検 定の結果,二 次の回帰係数 もSigで あるζとが確め られた。

次に,全 体 につ いて同様方法にて,回 帰式を求めたところ,二 次の係数はnot-

eigと なり,次 式を得た。

a=《1t7v-一 一5.5)xl9麟2

上記(1),t2}式 に適当な速度を代入 して,そ の時の衝撃係数 を求めた。(Tabie2)

Tabie2



結 論

本実験に関する限りでは,従 来言われて来 た緊張度 との関係が余りみとめ られず,む しろ速

度との間va-一一次の関係があることが結論される。そ して普通集材時の速St2・5～4.oM/s。,で

は衝撃係数をa25～O.40程 度見込むべ きであると言ズる。

但 し,本 実験に瘡ける,速 度は上方支点 より制動のか 玉る,ス パン中央に至る時間をス トツ

ブウオツチ.や 記録紙の送 参速度等 より求め,こ の時間で,中 央迄の水平距離を除 した値であ

るので.制 動の瞬間の速度を現はす ものではない。

今後は.そ の制動の瞬間の速度を実験的に求め,今 回の実験で用いた平均速度 との関係を求

め,上 述の実験式中の平均速度に置換する予定である。

B半 調整式架空線の荷重点軌跡 と張力変化

象 実験方法 と結果

(i)講 整錘 コンクリー ト版(重 量:50隙)を 使用,従 つて,主 索に生 じる張力は錘の合

計重量の4倍 に,各 個所の摩擦抵抗を加kた 値 となる。

(ll)上 方支点 よbス パン中央までを8つ に区切b,そ の点に搬器を停止 し,そ の垂下量を トラ

ンシツトにより測定 した。

測定結果(Mg4) Fig4



但 し,張 力図中,半 調整式の状態での張力は,荷 重点の垂下量か ら張力式(拗 物線式)に

より逆算 したものであり,理 論的には一定 となるべきである。

2.考 察

(D荷 重点軌跡について

半調整式の状態での荷重点軌跡はFig4-a図 で判る様に二つの固定式の状態での軌跡の閲

にある。その一つは調整錘の上昇開始前の索長におけるものであり,今 一つは調整錘が最高位

に上昇 しきつた,つ まり荷重がスパン中央にある時の索長に夢けるものである。

この場合特 にとり上げたいのは中間支点乗越 しの容易さを示す と思はれる支点接近時の荷重

の上昇角度(支 点附近の一定点に鉛ける荷重点と支点を結ぶ直線の水平 と左す角度を意味する。)

である。数少ない実験例であるが単スパンの場合の上昇角度について半調整式の場合と固定式

の場合とを表示する(Tabユe5)

Table5

但 し 、 この場 合 支 点 附 近 の一 定 点 と して は,支 点 よbk=O.0ろ の点 を とつ た。 表 中,

τ:調 整 錘 に よ る主 索張 力(㎏)

t'Di・fD2:各 々・ 半 調 整 式 と固 定 式vatOけ る,

kニO.05で の 垂 下 量(皿)

rlr2:各 々,半 調 整 式 と固 定 式vatsけ る上 昇 角 度(。)を 示 す 。

{iij主 索 張 力 につ いて

先 の荷 重点 軌跡 の場 合 と同様,二 つ の 固定 式 の場 合 の主 集 張 力 の 間 で変 化 す る。

な 夢.図 中 ス バ ン中央 を過 ぎて か ら主 索 張 力が 減 少 して い るの は,各 所 の摩 擦 抵 抗 に よ り調

整 錘 の 降 下 が妨 げ られ た た め と推 定 さ れ る。



鳳 結 論

今回は.単 スパンの場合であるので,更 にスパンを増 して.多 スパンの場合の支点乗越 し等

を検討 したい。

C半 調整式架空綜の衝撃試験(予 報)

半調整式架空線の特質の一つである衝撃緩和,吸 収の能力を検討すべ 《.同 方式の衝撃試験

を予備的に行なつたので,簡 単に報告する。,

Fig5

実験地,測 定条件等は固定式架空線の場合に等 しい。Fig5は 同方式での主索張力の変化状

態を固定式の場合 と比較 したものである。図 より明らかな様に,固 定式の場合は制動直前の主

索張力を中心 として衝撃が生 じるのに比べ半調整式の状態、つまり調整錘が常に上昇可能表状

態にある場合は制動の瞬間に,錘 が上昇す ることにより.主 索張力が一段減少 した状態で衝撃

の振幅が生 じている。従つて衝撃係数 としては非常に小さ宏値 となる。す左はち,図 中実線の

示す様 に制動直前の主索張力,つ まり調整錘 により理論的に生 じる張力 と各個所の摩擦抵抗等



の合計 を僅かに超ズるに過 ぎない。

従つて,制 動直前の主集張力を基に衝撃係数を求めた場合は非常に徴小となることが容易に

推察できる。

今 後 の 見 通 し

ひきつづ き

(},半 調整式架空線の衝撃緩和能力に関する実験

㈱ 衝撃荷重の曳索に及ぼす影響に関する実験

等 を行 左う予定である。


